
フィールドスタディから 

■ミズナラ林部分の「毎木調査」より ２００３年７月１３日 

どんな「ミズナラ林」なのかを知るために、林の中に１０ｍ×１０ｍの区画を３つ作り、それぞれで「毎

木調査」を行いました。 

樹種別の胸高断面積合計の割合

イタヤカエデ

ミズナラウワミズザクラ

コハウチワカエデ

ヤマザクラ

シラカバ

 

 

■ススキ草原部分の「バイオマス調査」より ２００３年１０

１ｍ×１ｍの区画１０カ所で、「植生調査」と「バイオマ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ススキ草原部分の「森林化調査」より ２００４年５月１５

１０ｍ×１０ｍの調査区画を斜面上・中・下部に５区画

をさ

 

「毎木調査」をおこないました。また、森林化の歴史
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各調査区の
地上部の植物量（乾重量）と
ススキの太さ（根元直径）
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ススキ草原の「森林化」樹種構成

シラカバ タニウツギ

アズキナシ

ヤマザクラ
ミズキ

アカイタヤ
から1.3ｍの高さ（胸高）のところで測った直径から

断面積を計算し、樹種ごとの合計を出しました。「イタ

エデ（アカイタヤ）が目立つミズナラ林」と言えそう

。 

区の中に高さ１ｍほどのブナがありました。ブナとセ

で出てくることが多いオオバクロモジという低木もあ

す。この場所は放置すればやがて、ブナ林へと変化し
月１９日 

ス量調査」をおこないました。 

くことが考えられます。 

● 調査区全体で３６種類の植物が見られま
日 

ずつ設定し、ススキ草原に侵入している樹木の

ぐるために一部を伐採し、年輪を数えました。 

㎜

した。ススキ、ヨモギ、トリアシショウマ、

オカトラノオ、スミレ類、ワラビ、カセン

ソウなどです。全国的に少なくなっている

オミナエシも３区画で見られました。ナン

バンギセルとともにフィールドの貴重種

です。 

● ススキの地上部のバイオマス量（乾重量）

は、調査区の平均では１㎡あたり約７４０

ｇでした。１haあたりに換算すると、毎

年７．４トン、草原全体の１０haでは７

４トンの生産量になります。 
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様子
断面積を樹種ごとに集計したところ、低木のタニ

ギがススキ草原を広く覆っている様子が、数字の

も確認できました。なお、斜面上・中・下部それ

のタニウツギの構成は３６％、６９％、９８％で、

下部はタニウツギの低木林となっていました。 

の最高はシラカバの２５年。タニウツギは２０年

からコンスタントにススキ草原へ侵入している
が推測できました。 


